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報 告 

神戸市文書館における学校連携の取り組み 

 

井谷 誠司 

 

 

１．はじめに 

神戸市文書館は、平成元年（1989）６月の開

設以来、『新修神戸市史』の編集・刊行を主軸と

して、神戸市域の歴史資料の収集・保存・公開・

活用事業を展開してきました。また、歴史的公

文書の保存に関した社会的危機感を受け、現在

（仮）神戸市歴史公文書館の建設に向けて、資

料整備を鋭意進めている状況です。近い将来に

は、現在よりも一層公文書館的な性格を強くし

ていくものと思われます。 

こうした現在の事業展開のなかで、収蔵資料

活用の側面からみて、重要な事業展開のひとつ

として、学校連携の視点は避けることができな

いと考えられます。そこで、当館では、小学校

３年生および４年生を対象として、ある時期の

神戸のまちの風景を切り取った画像の提供を試

行的に実施しました。 

 

２．小学校3年生に対する学習支援について 

（１）基本的な支援の枠組みについて 

神戸市内の小学3年生では、3学期の期間に

開港以降の神戸の歴史を生活の移り変わりとと

もに学習することとされており、義務教育の９

年間のなかで、地域の歴史をじっくりと学べる

貴重な機会となっています。 

そこで、児童にとって分かりやすい教材・資

料の提供に関して、ベテラン教員でもある現場

の校長先生方にヒアリングを行った結果、次の

ような留意点の指摘がありました。 

第一には、３年生では、「地図を読む」という

ことは難しいとの指摘です。地図を教材のメイ

ンにすることは困難であり、写真を提供する方

が望ましいとのことでした。 

第二には、写真を教材として使用する際には、

昔の写真だけでなく、現在の同じ場所の写真が

あった方が児童にとっては分かりやすいとの指

摘です。現在と昔を同時に提示できれば、より

望ましいとのことでした。 

第三に、先生方がより具体的に理解し、児童

への説明を容易にできるように、少し背景知識

もあわせて提供した方がよいとの指摘もありま

した。 

以上の指摘を踏まえて、明治以降の神戸港の

発展を一覧できる資料の提供、周辺町村との合

併の経緯の分かる資料の提供、神戸の中心街区

の形成に関ってきた生田川・湊川の付け替えと

それに伴う神戸の中心市街地の形成、及び戦後

の海面埋め立て事業に関する資料・写真を提供

することとしました。また、『わたしたちの神戸

３年』のどの頁で、その写真が使えるのかを整

理し、提供することとしました。 

実際に提供した主な写真や資料は次のような

ものがあります。 

 

○生田川付け替え関連写真 

①開港神戸之図（部分）（過去：旧生田川付近） 

②暗渠となり、上部が公園であった頃の生田

川（過去） 
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③④新神戸駅下の苧川との合流点とその下流

の様子（現在） 

⑤新神戸のホテルからフラワーロードを望む

（現在） 

⑥三宮歩道橋より阪急（旧そごう）を望む（現在） 

 

○湊川付け替え関連写真 

⑦兵庫神戸実測図（明治14年）（過去：旧湊

川付近） 

⑧石井川と天王谷川の合流点（現在） 

⑨夢野の丘小学校北側の新湊川トンネル入り

口（現在） 

⑩新湊川下流（駒栄橋付近）（現在） 

 

〇旧湊川の跡地利用関連 

⑪昭和4年の湊川公園（レファート写真コレ

クション：過去） 

⑫湊川公園（神戸タワー跡の時計台：現在） 

⑬新開地（アートビレッジセンター付近：現

在） 

⑭大正時代の新開地（レファート写真コレク

ション：過去） 

⑮神戸港の変遷図（『神戸港ポートルネッサ

ンス 開港120年のあゆみ』より） 

⑯神戸市域の変遷図（神戸市ホームページよ

り） 

⑰神戸市新都市整備事業区域図（『新都市整

備事業ガイド』より） 

 

（２）資料提供学校数等（３年生） 

  令和2年度  28校 3,017人 

  令和3年度  32校 3,632人 

  令和4年度  37校 

（市内学校数の約１／４） 

4,390人 

（市内児童数の約１／３） 

 

３．小学４年生への資料の提供について 

（１）基本的な支援の枠組みについて 

4年生では学習の範囲を市域から兵庫県域に

拡げるとともに、環境問題や災害学習のように、

3年生より掘り下げた形での分野別の学習を社

会科で行うこととなっています。 

『わたしたちの神戸4年』にも掲載されてい

るように、神戸市では昭和期において昭和 13

年の阪神大水害をはじめ、昭和36年、昭和42

年と大きな水害が発生しました。国の直轄事業

も行われ、砂防ダムの造成等、土石流に対する

対策は進んでいます。他方、平成 20年には都

賀川での水難事故も発生し、特に表六甲の市街

地においては、河川の急な増水による危険性の

認識は、児童が自らの安全を考える上で、重要

な学習項目のひとつです。 

そこで、児童たちにも現在の景観と比較しや

すいと想定できる生田川の水害の写真を中心に

提供することとしました。実際に提供した主な

写真や資料は次のようなものです。 

 

⑲⑳㉑阪急百貨店（旧そごう）前（昭和 13年

災害時及び現在） 

㉒㉓生田神社前（昭和13年災害時及び現在） 

㉔㉕大丸前（昭和13年災害時及び現在） 

㉖「神戸の地質・地形・気候」（神戸市建設局『こ

うべの川』0000より） 

㉗暗渠化され公園となった生田川（過去） 

㉘昭和12年当時の三宮（過去） 

㉙激しい濁流の中で婦人を助ける男性（過去） 

㉚昭和13年の際の生田川付近の被害状況図 

 

（２）資料提供学校数等（４年生） 

  令和2年度  22校 2,362人 

  令和3年度  33校 3,742人 

  令和4年度  37校 

（市内学校数の約１／４） 
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         4,466人 

（市内児童数の約１／３） 

 

４．今後の学校との連携について 

（１）小学校における支援の強化について 

①電子データ提供による利用の向上について 

小学３年生・４年生に対する写真等の提供に

ついては、約４分の１の学校を対象として提供

をしました。より一層の先生方の便宜を図るた

めに、希望校には PDF データの提供形態を今

後検討する必要があります。 

②理科等の他教科での文書館資料の利用可能

性の検討 

文書館で所蔵する『神戸の地盤』（神戸市企画

調整局総合調査課 1980年発行）には市内の

ボーリングデータが掲載されています。身近な

校区内での玉石の地層を確認する等、5年生の

「流れる水のはたらき」や6年生の「土地のつ

くりと変化」の学習で利用の可能性についても、

先生方からの指摘がありました。館蔵の歴史資

料の活用のみにとどまらず、他分野での資料の

活用といった側面や学校側のニーズを汲み取っ

た視点での学校連携の可能性を探っていくこと

が必要と考えられます。 

 

（２）中学校における地域調査の実施との連携 

中学校社会科の学習指導要領に基づいて、教

育委員会でも中学校の社会科における地域調査

の授業の展開を検討しており、神戸の災害の歴

史を踏まえ、地図を活用した地域調査も、学習

展開の選択枝のひとつとして考えられます。そ

の際には小学３・４年生で実施した地域の学習

を踏まえ、発展させた授業の実施が想定される

ところです。ただし、限られた授業時間数の中

で、地域調査を実施するためには、具体的で適

切な関連性のある地図等を使用した学習展開が

求められます。今後は教育委員会と連携しなが

ら、中学校の社会科教諭が使用可能な文書館の

所蔵資料の活用の可能性を検討していくことも

必要と考えられます。 

（神戸市文書館館長） 
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⑱ 

※今後とも、さまざまな先生方の実際の授業で使用された教材の

蓄積があれば、より実践的・効果的な資料提供も行うことがで

きると考えられた。 

〔教材作成例〕 

「お気に入りの神戸をしょうかいします」（表紙） 

（神戸市立西舞子小 田中教諭作） 

⑯ ⑮ 

⑰ 
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